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  （百万円未満切捨て）

１．平成29年３月期第２四半期の連結業績（平成28年４月１日～平成28年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

29年３月期第２四半期 208,335 △5.4 5,132 △19.5 5,105 △22.6 3,379 △23.7 

28年３月期第２四半期 220,243 9.4 6,378 36.0 6,593 37.1 4,428 43.5 
 
（注）包括利益 29年３月期第２四半期 1,669 百万円 （△24.0％）   28年３月期第２四半期 2,195 百万円 （△56.3％） 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

29年３月期第２四半期 36.03 － 

28年３月期第２四半期 47.21 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

29年３月期第２四半期 196,847 67,531 34.2 717.49 

28年３月期 208,404 67,518 32.3 717.25 
 
（参考）自己資本 29年３月期第２四半期 67,297 百万円   28年３月期 67,274 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

28年３月期 － 12.00 － 18.00 30.00 

29年３月期 － 13.50       

29年３月期（予想）     － 16.50 30.00 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

29年３月期第２四半期末配当金の内訳  普通配当 12円00銭    記念配当 １円50銭 

29年３月期（予想）期末配当金の内訳  普通配当 15円00銭    記念配当 １円50銭 
 

３．平成29年３月期の連結業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 460,000 2.7 13,300 0.3 13,600 0.7 8,700 △5.4 92.75 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無    

 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

新規  － 社  （社名     ）、除外  － 社  （社名     ） 

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無    

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 有    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年３月期２Ｑ 93,840,310 株 28年３月期 93,840,310 株 

②  期末自己株式数 29年３月期２Ｑ 44,513 株 28年３月期 44,463 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 29年３月期２Ｑ 93,795,840 株 28年３月期２Ｑ 93,796,030 株 

 

 
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 上記の業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績は今後さ

まざまな要因によって異なる結果となる可能性があります。 

 なお、業績予想に関する事項は、添付資料Ｐ.４「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧くださ

い。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間における経済環境は、原油価格の下げ止まりや円高傾向が下押し要因

となり、企業の設備投資に活発な動きはみられませんでした。また、個人消費は、雇用や所得が回

復傾向にあるものの、台風などの天候不順等が影響し、全体としては力強さに欠ける状況となりま

した。 

当社グループを取り巻く事業環境は、国内生産財分野では、政府の経済政策の効果が一部の製造

業で見られたものの、先行きの不透明感から設備投資に対して慎重になる傾向がみられ、更新需要

を中心に横ばいで推移しました。海外生産財分野では、米国では好調な新車販売を背景に、堅調に

推移したものの、中国をはじめとした新興国での景気の下振れや、為替水準の急激な変動、また、

前期まで続いたアジアでのＥＭＳ関連の設備投資の動きが一巡したことで、受注環境は厳しい状況

となりました。一方、消費財分野では、新設住宅着工戸数の増加傾向に一服感がみられたものの、

住宅設備関連商品の需要は堅調に推移しました。また、初夏の猛暑予想が、空調関係をはじめとす

る夏物季節商品の需要をけん引しました。 

このような情勢下、当社グループは、創立70年の節目の年として、新３ヵ年中期経営計画

『ONEXT YAMAZEN 2018（ワンネクスト ヤマゼン 2018）※』の方針に基づき、新たな成長戦略を描

き企業価値の一層の向上に取り組んでまいりました。生産財事業では、世界のマーケットがボーダ

レス化するなかで、市場のニーズを的確に取り込み、収益力の向上につなげるために、国内事業と

海外事業を一本化する組織再編を行いました。家庭機器事業では、多品種・小ロット出荷の機能を

強化し、高速物流に対応しながら、物流コスト増の抑制を実現するため、当社国内最大の物流拠点

「ロジス関東」（群馬県伊勢崎市）を稼働させました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、208,335百万円（前年同期比5.4％減）とな

りました。利益面につきましては、営業利益は5,132百万円（同、19.5％減）、経常利益は5,105百

万円（同、22.6％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は3,379百万円（同、23.7％減）とな

りました。 

※中期経営計画『ONEXT YAMAZEN 2018』の詳細につきましては、当社ホームページをご参照ください。 

 

セグメント別の概況は次のとおりであります。 

第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しており、以下の前年同四半期比較

については、前年同四半期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しておりま

す。 

 

【生産財関連事業】 

国内機械事業では、ものづくり補助金の採択待ちによって、設備投資のタイミングを見定めよ

うとする動きや、先行きの不透明感から設備投資に対して慎重になる傾向が見られ、工作機械の

販売は前年同期に比べ減少しました。一般機械、航空機、造船向けなど一部の業種では前年同期

を上回ったものの、自動車産業向けは大きな設備投資がみられず、一進一退の状況となりまし

た。また、国内機工事業では、工作機器や切削工具の出荷がやや低調な動きで推移しましたが、

鉄骨・鍛圧機器や空調機器は前年同期を上回る受注で推移しました。海外においては、米国市場

は、オイル関連産業、建設関連産業からの受注が低迷しましたが、堅調な自動車関連産業向けの

受注を中心に、全体では横ばいで推移しました。中国市場においては、自動車関連産業からの受

注は底堅く推移しましたが、ＥＭＳ向け工作機械の需要が大きく落ち込みました。ＡＳＥＡＮ市

場においては、一部の地域での設備投資が上向いており、中でもフィリピンやベトナムの日系企

業からの受注が好調に推移しました。その結果、生産財関連事業の売上高は138,507百万円（前

年同期比9.4％減）となりました。 

 

- 2 -

（株）山善（8051）　平成29年３月期　第２四半期決算短信



【消費財関連事業】 

〔住建事業〕 

新設住宅着工戸数は、増加傾向に一服感が見られる状況となりましたが、リフォーム・リノベ

ーション市場の開拓と高付加価値商材の販売に注力した結果、厨房機器や衛生機器等の水廻り商

品の販売が増加しました。また、補助金を活用した省エネ機器への更新提案を強化したことによ

り、空調機器の販売が増加しました。その結果、住建事業部の売上高は27,910百万円（前年同期

比1.2％増）となりました。 

 

〔家庭機器事業〕 

主力の夏物季節商品（扇風機、レジャー用品等）は、シーズン開始前の猛暑予想により、当初

こそ順調に滑り出したものの、その後の台風等の天候不順が重なった影響で、出荷の伸びに勢い

を欠きました。一方で、新商品の投入効果により、家事家電やペット関連分野が伸長し、全体を

押し上げました。その結果、家庭機器事業部の売上高は38,005百万円（前年同期比5.9％増）と

なりました。 

 

 

【参考】事業部門別売上高                                （単位：百万円） 

事業部門の名称 

前第２四半期 

自 平成27年４月１日 

至 平成27年９月30日 

当第２四半期 

自 平成28年４月１日 

至 平成28年９月30日 

比 較 増 減 

 

（△印減） 

金  額 構成比(％) 金  額 構成比(％) 金  額 率(％) 

生 

産 

財 

機 械 事 業 部 （ 国 内 ） 35,648 16.2 32,524 15.6 △3,124 △8.8

機 械 事 業 部 （ 海 外 ） 35,206 16.0 24,253 11.7 △10,953 △31.1

機械事業部 計 70,855 32.2 56,777 27.3 △14,077 △19.9

機 工 事 業 部 （ 国 内 ） 64,045 29.1 64,932 31.2 887 1.4

機 工 事 業 部 （ 海 外 ） 10,074 4.5 8,568 4.1 △1,506 △14.9

機工事業部 計 74,119 33.6 73,500 35.3 △619 △0.8

システムエンジニアリング部 7,868 3.6 8,228 3.9 360 4.6

    計 152,843 69.4 138,507 66.5 △14,336 △9.4

消 

費 

財 

住 建 事 業 部 27,579 12.5 27,910 13.4 331 1.2

家 庭 機 器 事 業 部 35,876 16.3 38,005 18.2 2,129 5.9

    計 63,455 28.8 65,916 31.6 2,460 3.9

そ   の   他 3,944 1.8 3,912 1.9 △31 △0.8

合       計 220,243 100.0 208,335 100.0 △11,907 △5.4

（注）平成28年４月１日付で機構改革を行っております。前第２四半期の実績数値は、新組織ベースに組み替えて表示

しております。
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（２）財政状態に関する説明 

当第２四半期連結会計期間末における連結総資産は、前連結会計年度末に比べ11,556百万円減少

し、196,847百万円となりました。これは、現金及び預金の減少（3,436百万円）と受取手形及び売

掛金の減少（7,414百万円）が主な要因であります。 

負債は、前連結会計年度末に比べ11,569百万円減少し、129,316百万円となりました。これは、

支払手形及び買掛金の減少（9,966百万円）が主な要因であります。 

純資産は、前連結会計年度末に比べ12百万円増加し、67,531百万円となりました。以上の結果、

自己資本比率は前連結会計年度末の32.3％から34.2％と1.9ポイント向上いたしました。 

 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結

会計年度末に比べ3,436百万円減少し、49,889百万円となりました。 

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおり

であります。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動による資金は27百万円の増加（前年同期は2,866百万円の増加）となりました。これは

主に、税金等調整前四半期純利益（5,144百万円）、売上債権の減少（6,800百万円）、仕入債務の

減少（9,599百万円）、たな卸資産の増加（1,422百万円）と法人税等の支払（1,472百万円）によ

るものであります。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動による資金は425百万円の増加（前年同期は977百万円の増加）となりました。これは主

に、有形及び無形固定資産の取得による支出（775百万円）、有形及び無形固定資産の売却による

収入（294百万円）、利息及び配当金の受取（866百万円）によるものであります。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動による資金は2,914百万円の減少（前年同期は1,893百万円の減少）となりました。これ

は主に、配当金の支払（1,688百万円）と利息の支払（978百万円）によるものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

今後の見通しにつきましては、国内個人消費は弱含みの状態が続くと思われますが、住宅関連で

は、新設住宅着工戸数は増加傾向に一服感が見られるものの、低金利政策を背景に好調を維持する

ものと思われます。企業の設備投資は、足元の慎重な動きが継続し、低調に推移することが予想さ

れますが、景気全体は、公共投資や住宅投資の内需が下支えとなり、横ばいで推移するものと思わ

れます。海外においては、新興国経済の回復には時間がかかるものの、北米の自動車生産は引き続

き高水準で維持されると予想されます。 

そうした状況下、当社グループは、『amaze! in YamazeN.（驚きは山善の中にある）』の基本コ

ンセプトのもと、様々な“驚き（アメイズ）”で、産業構造の変化に対応し、モノづくりを支え、

快適生活空間を創造する商社として、生産財、住設建材、家庭機器のコア事業活動領域（ドメイ

ン）を更に深耕することで、収益の拡大を図ってまいります。 

平成29年３月期の連結業績予想につきましては、平成28年５月11日公表の業績予想から変更はあ

りません。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱

い」（実務対応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間から適用し、平成28年

４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更し

ております。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与

える影響は軽微であります。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 40,833 37,396 

受取手形及び売掛金 101,361 93,946 

有価証券 12,500 12,500 

商品及び製品 21,701 22,401 

繰延税金資産 1,354 1,375 

その他 5,320 4,174 

貸倒引当金 △579 △515 

流動資産合計 182,490 171,279 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 2,739 2,438 

機械装置及び運搬具（純額） 114 94 

工具、器具及び備品（純額） 445 473 

土地 3,308 3,267 

リース資産（純額） 5,113 5,011 

その他（純額） 0 － 

有形固定資産合計 11,722 11,284 

無形固定資産 2,285 2,340 

投資その他の資産    

投資有価証券 10,293 10,462 

破産更生債権等 110 106 

退職給付に係る資産 26 24 

繰延税金資産 131 142 

その他 1,537 1,396 

貸倒引当金 △194 △189 

投資その他の資産合計 11,905 11,942 

固定資産合計 25,913 25,567 

資産合計 208,404 196,847 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 115,820 105,853 

リース債務 229 240 

未払法人税等 1,227 1,476 

繰延税金負債 20 31 

賞与引当金 2,623 2,733 

商品自主回収関連費用引当金 38 33 

その他 10,274 8,553 

流動負債合計 130,234 118,922 

固定負債    

リース債務 5,554 5,541 

繰延税金負債 899 1,240 

退職給付に係る負債 3,055 2,500 

その他 1,141 1,111 

固定負債合計 10,650 10,393 

負債合計 140,885 129,316 

純資産の部    

株主資本    

資本金 7,909 7,909 

資本剰余金 6,088 6,088 

利益剰余金 51,107 52,806 

自己株式 △17 △17 

株主資本合計 65,087 66,787 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 3,497 3,717 

繰延ヘッジ損益 △351 △475 

為替換算調整勘定 1,303 △626 

退職給付に係る調整累計額 △2,263 △2,105 

その他の包括利益累計額合計 2,186 510 

非支配株主持分 243 233 

純資産合計 67,518 67,531 

負債純資産合計 208,404 196,847 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

売上高 220,243 208,335 

売上原価 191,740 180,954 

売上総利益 28,502 27,381 

販売費及び一般管理費 22,123 22,249 

営業利益 6,378 5,132 

営業外収益    

受取利息 781 758 

受取配当金 127 112 

その他 90 104 

営業外収益合計 999 975 

営業外費用    

支払利息 767 978 

その他 17 23 

営業外費用合計 785 1,002 

経常利益 6,593 5,105 

特別利益    

固定資産売却益 136 69 

投資有価証券売却益 0 0 

特別利益合計 136 69 

特別損失    

固定資産売却損 － 0 

固定資産除却損 1 6 

減損損失 － 24 

その他 0 － 

特別損失合計 1 30 

税金等調整前四半期純利益 6,728 5,144 

法人税、住民税及び事業税 1,901 1,553 

法人税等調整額 352 197 

法人税等合計 2,254 1,750 

四半期純利益 4,473 3,393 

非支配株主に帰属する四半期純利益 45 14 

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,428 3,379 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

四半期純利益 4,473 3,393 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △1,224 219 

繰延ヘッジ損益 △304 △123 

為替換算調整勘定 △909 △1,978 

退職給付に係る調整額 160 157 

その他の包括利益合計 △2,278 △1,724 

四半期包括利益 2,195 1,669 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 2,150 1,679 

非支配株主に係る四半期包括利益 44 △10 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 6,728 5,144 

減価償却費 558 776 

退職給付費用 236 227 

減損損失 － 24 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △20 △64 

その他の引当金の増減額（△は減少） △15 155 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △524 △547 

受取利息及び受取配当金 △908 △871 

支払利息 767 978 

為替差損益（△は益） △65 7 

投資有価証券売却損益（△は益） △0 △0 

有形及び無形固定資産除却損 1 6 

有形及び無形固定資産売却損益（△は益） △136 △68 

売上債権の増減額（△は増加） 5,209 6,800 

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,261 △1,422 

仕入債務の増減額（△は減少） △4,558 △9,599 

その他 365 △47 

小計 5,374 1,499 

法人税等の支払額 △2,508 △1,472 

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,866 27 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △4 △4 

定期預金の払戻による収入 8 4 

投資有価証券の取得による支出 △18 △19 

投資有価証券の売却による収入 0 6 

貸付けによる支出 △6 △8 

貸付金の回収による収入 12 14 

有形及び無形固定資産の取得による支出 △370 △775 

有形及び無形固定資産の売却による収入 462 294 

利息及び配当金の受取額 910 866 

その他 △16 46 

投資活動によるキャッシュ・フロー 977 425 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

リース債務の返済による支出 － △168 

配当金の支払額 △1,125 △1,688 

利息の支払額 △767 △978 

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に

よる支出 
－ △79 

その他 △0 △0 

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,893 △2,914 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △524 △1,545 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,425 △4,008 

現金及び現金同等物の期首残高 46,799 53,325 

非連結子会社との合併に伴う現金及び現金同等物の

増加額 
－ 571 

現金及び現金同等物の四半期末残高 48,224 49,889 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日） 

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                （単位：百万円） 
 

  報告セグメント 調整額 (注)２

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
(注)３ 

         

消去等 

前計 
消去等 

     

計 
その他 

(注)１ 

 
生産財 

関連事業 
(注)4 

消費財関連事業 (注)4 

  住建 家庭機器 

売上高                

外部顧客への売上高 152,843 27,579 35,876 216,299 3,944 220,243 － 220,243

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
－ － － － 4,435 4,435 △4,435 －

計 152,843 27,579 35,876 216,299 8,380 224,679 △4,435 220,243

セグメント利益 5,616 612 1,036 7,266 △928 6,338 40 6,378

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                （単位：百万円） 
 

  報告セグメント 調整額 (注)２

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
(注)３ 

         

消去等 

前計 
消去等 

     

計 
その他 

(注)１ 

 
生産財 

関連事業 
(注)4 

消費財関連事業 (注)4 

  住建 家庭機器 

売上高                

外部顧客への売上高 138,507 27,910 38,005 204,423 3,912 208,335 － 208,335

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
－ － － － 4,508 4,508 △4,508 －

計 138,507 27,910 38,005 204,423 8,420 212,843 △4,508 208,335

セグメント利益 4,366 627 1,162 6,156 △1,047 5,109 23 5,132

（注）１．「調整額 その他」の区分は、事業セグメントに識別されない構成単位であるイベント企画等の

サービス事業及び本社部門であります。

２．セグメント利益の「調整額」の主な内容は、次のとおりであります。

（単位：百万円）

 
前第２四半期 
連結累計期間

当第２四半期
連結累計期間

「その他」に含まれる各報告セグメント 
に帰属しない全社費用

△1,116 △1,225
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３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

４．「生産財関連事業」は、工作機械、機械工具等の供給を通じて「モノづくり」をサポートする事

業分野、「消費財関連事業」は、住宅設備機器、ホームライフ用品等の供給を通じて「快適生活空

間づくり」を提案する事業分野であります。

５．生産財関連事業の売上高の内訳は、次のとおりであります。 

（単位：百万円）

 
前第２四半期
連結累計期間

当第２四半期 
連結累計期間 

国内生産財 99,693 97,456

海外生産財 45,281 32,821

システムエンジニアリング部 7,868 8,228

合計 152,843 138,507

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

第１四半期連結会計期間より、生産財関連事業の収益力強化を目的とした会社組織の変更に伴い、報告

セグメントを従来の「国内生産財事業」、「海外生産財事業」、「住建事業」及び「家庭機器事業」の４

区分から、「生産財関連事業」、「住建事業」及び「家庭機器事業」の３区分に変更しております。

なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、会社組織変更後の報告セグメントの区分に基づ

き作成したものを開示しております。
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４．補足情報

（１）目標とする経営指標の進捗状況

経 営 指 標

当連結会計年度目標値

自 平成28年４月１日

至 平成29年３月31日

当四半期実績

自 平成28年４月１日

至 平成28年９月30日

  総 資 産 営 業 利 益 率 （％） 6.3 2.5 

  総 資 本 回 転 率 （回） 2.15 1.03 

  キャッシュ・フロー・マージン率（％） 3.2 0.7 

（注）キャッシュ・フローは、法人税等控除前の営業キャッシュ・フローを利用しております。

 

（２）通期の事業部門別連結業績予想

 事業部門別売上高                                  （単位：百万円）

事業部門の名称 

前連結会計年度 

自 平成27年４月１日 

至 平成28年３月31日 

当連結会計年度 

自 平成28年４月１日 

至 平成29年３月31日 

比 較 増 減 

 

（△印減） 

金  額 構成比(％) 金  額 構成比(％) 金  額 率(％) 

生 

産 

財 

機 械 事 業 部 （ 国 内 ） 81,746 18.2 80,000 17.4 △1,746 △2.1

機 械 事 業 部 （ 海 外 ） 60,291 13.5 56,000 12.2 △4,291 △7.1

機械事業部 計 142,037 31.7 136,000 29.6 △6,037 △4.3

機 工 事 業 部 （ 国 内 ） 129,456 28.9 135,500 29.4 6,044 4.7

機 工 事 業 部 （ 海 外 ） 19,108 4.3 21,500 4.7 2,392 12.5

機工事業部 計 148,564 33.2 157,000 34.1 8,436 5.7

システムエンジニアリング部 17,515 3.9 17,000 3.7 △515 △2.9

    計 308,117 68.8 310,000 67.4 1,883 0.6

消 

費 

財 

住 建 事 業 部 56,419 12.6 63,000 13.7 6,581 11.7

家 庭 機 器 事 業 部 75,169 16.8 80,000 17.4 4,831 6.4

    計 131,589 29.4 143,000 31.1 11,411 8.7

そ   の   他 8,067 1.8 7,000 1.5 △1,067 △13.2

合       計 447,774 100.0 460,000 100.0 12,226 2.7

（注）平成28年４月１日付で機構改革を行っております。前連結会計年度の実績数値は、新組織ベースに組み替えて表

示しております。
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